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カ ナダにお ける障害児者 へ の ス ヌ ー ズ レ ン の 医療 ･ 福祉実践

- S n o e z el e n P o ol の今 日的意義 -

姉 崎 弘
*

カ ナ ダ の ト ロ ン トIfJ
-

に あ る 子 ども病院
"

B l o o r v ie w K i d s R e h a b
"

で 2 0 0 2 年 か ら取 り組 ま れ て い る S n o e z el e n

p o ol の 実践を 調査 した ｡ こ の 実践 は､ ス ヌ ー

ズ レ ン の 最新の 取 り組 み で ､ 発達遅滞 を は じめ 多く の 障害児者が

利用 して い た｡ S n o e z el e n P o ol は ､ 従来 の 水泳指導 や水中 ム
ー ブ メ ン トの 考え 方 を 一 部包含 し な が らも､ 特に

｢

本人 と 介護者が気持 ち を共有 し合い｣ ､ 深 い リ ラ ク ゼ
ー

シ ョ ン の 体験か ら病気 に よる ｢ 痛み や 不安の 除去｣ とい

う 独自 の 目的を持 つ こ と が 考察さ れ た . さ ら に､ S n o e z el e n P o o l は ､ レ ジ ャ
ー の み な らず ､ 教 育や セ ラ ピ

ー

と し

て の 側 面も あ り､ 今 日 ､ 障害児者の み な らず ､ す べ て の 人 々 に と っ て 癒 しの 空間 とも呼 べ る オ ア シ ス の よ う な 存

在 で あ り､ 人間本来の 人間性を担l復す る優れ た
一

方法 で あ る こ とが 考察さ れ た ｡

キ
ー ワ ー

ド: ス ヌ
ー

ズ レ ン ･ プ ー ル
､
リ ラク ゼ ー シ ョ ン ､ 気持 ちの 共有､ 痛み や 不安の 除去､ 人間性の 回復

1 . は じめに

s n o e z e l e n ( ス メ ー ズ レ ン) は ､
1 9 7 0 年代 に オ ラ ン ダ

で始められた障害児者 へ の新し い 関わり方の 理念
1)

で あ

る｡ ス ヌ
ー ズ レ ン は

､
人間の 五感を優しく刺激する視覚

刺激や聴覚刺激､ 嘆覚刺激等を用いた多重感覚刺激環境

( M u l ti - S e n s o r ァ E n v i r o n m e n t) を創出し て ､
リ ラ ク ゼ ー

シ ョ ンや興味を促し､ 障害の ある人とともに充実した時

間を過ごす と いう関わり方の 理念とそ の 場の 提供と いえ

る
'

} -

｡

筆者は これま で ｢ 英国 に おける障害児者 へ の ス ヌ
ー ズ

レ ンの 教育
･ 福祉実践｣ に つ い て ､

い く つ か論文で 紹介

す るとともに そ の 意義を考察して きた
い = 5 '

｡ 今日 で は､

ス ヌ
ー ズ レ ンの 理念とそ の 実践は､ 世界中の 福祉施設や

学校､ 病院等に広がり受け入れ られ て い る ｡

筆者は 20 0 7 年 9 月 に カ ナ ダ に ある ス ヌ
ー ズ レ ン施設

を調査する機会を得た ｡ 本稿で は､ 国際的に先進的な ス

ヌ
ー ズ レ ン の医療 ･ 福祉実践を行 っ て い る ､

トロ ン ト市 に

ある Bl o o r v i e w K i d s R e h a b を取り上げて ､ 新たなS n o e z el e n

の 取り組み とし て 注目される
"

S n o e z el e n P o ol
"

の 実践

を紹介す るとともに ､ そ の今日的意義に つ い て 考察する｡

な お､ S n o e z e l e n P o ol に 関する論文は､ こ れ ま で わが国

で は報告され て お らず ､ 初め て の 試みとなる ｡

2
.
Bl o o r vi e w K id s R e h a b に つ いて

` `

B l o o r v i e w K i d s R e h a b
"

は ､ こ れ ま で
"

B l o o r v i e w

M a c M ill a n C h il d r e n
'

s C e n t r e
' '

と して 世界的に知られた

* 三 重大学教育学部特別支援教育講座

子ども の リ - ビリ テ
-

シ ョ ン病院 で ある ｡ 2 0 0 6 年 2 月

に ､ 施設をさら に 充実させ ､ 新 た に
"

B l o o r vi e w K i d s

R e h a b
' '

と し て ス タ
ー

ト し たと こ ろ で ある.

こ こ は､ カ ナ ダで最も大きな子どもの リ - ビリ テ - シ ョ

ン 病院 で ある｡ 毎年 ､
6 0 0 名を超える患者が入院して お

り
､
ま た外来患者と して お よそ 7 ,0 0 0 名の 子どもや若者

をみ て い る州の 施設で ある｡

こ れ ま で ､
オ ン ク リオ州ばかりかカ ナ ダ中から､ ま た

世界中か らおよ そ 5 2 ,0 0 0 名の 外来患者が訪れて い る ｡

利用者は､ 身体障害や発達障害があり､ リ - ビリ テ
-

シ ョ

ン ･ ニ
ー ズ の あ る幼児や子 ども､ 若者たち で ある｡

2 0 0 2 年 に は､ ト ロ ン ト大学と提携して ､
カ ナ ダ で最

初の 子どもリ - ビ リ テ - シ ョ ン病院の 教育機関に 指定さ

れた｡ 2 0 0 4 年 に ､ B l o o r v i e w 子 ども病院基金から寄付を

受 けて Bl o o r v i e w 研究所を設立 し て い る｡ 2 0 0 6 年 に は ､

病院内に ア
ー トの 教室を開設 して い る｡

3 . T h e Bl o o r vi e w S n o e z el e n P o ol に つ い て

T h o m a s
,
L ( 2 0 0 7) に よれば､ 国際的に見て ､

"

S n o e z eli n g

i n t h e P o o l
"

の 考 え方 の 起 こ りは ､
1 9 9 0 年代中頃で あ

ると い われる
6)

｡ 水 の 要素を用い れ ば､ 知的障害や身体

障害の ある人々 が､ 心配す る こ となく楽しむ ことが で き､

リ ラ ッ ク ス したり､ 身体的経験を広めたり､ 新 た に す る

ことが で きると考えられた｡

s n o e z el e n P o ol は ､
プ ー

ル に さ ま ざまな ライ トや音楽

な どの刺激を組み合わせ て ､ 医薬的に効果の ある優し い

刺激環境を創出す る､ 温 か い セ ラ ピ ー ･ プ ー ル で あ る｡

そ れ は安全で ､ 温 か で あり､ そ の安楽な雰囲気は､ 身体

障害や発達障害の ある子 どもや利用者に こ れま で に な い
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新たな経験を提供する｡

北米 で最初の S n o e z e l e n P o o l が ､ B l o o r vi e w K i d s R e h a b

内に 20 0 2 年 10 月 に オ
ー プ ン した｡ 利用者に対す る セ ラ

ピ ー

の 質的向上等に 貢献 して い る｡ 2 0 0 4 年 4 月 に は ､

T h e B l o o r v i e w S n o e z el e n P o ol p r o g r a m が ､
P a r k s a n d

R e c r e a ti o n O n t a ri o か ら オ ン クリオ州の ｢水中療育優秀

賞｣ を授与され て い る｡

T h e Bl o o r v i e w S n o e z e l e n P o ol は ､ 地域社会プ ロ グ ラ

ム の
一

つ で あり､ あ ら ゆる年代の人 々 に使用されて い る｡

一

つ 注意 しなけれ ばな らな い 点は､
"

S n o e z e l e n P o ol
"

の 概念を
"

A q u a ti c t h e r a p y
"

( 水中セ ラ ピ
ー

) の 概念と

混同しな い こ と で ある｡
"

A q u a ti c t h e r a p y
"

は ､ 利用者

の諸機能の 向上を目指して ､ セ ラ ピス トが利用者の 身体

的活動や運動 ･ 動作を行わせるもの で ある｡ しか しなが

ら､
"

S n o e z e l e n P o ol
"

は､ 水中で利用者と介護者が共に

楽し い経験を共有し合うこ とを第
一

に 重視するもの であ

る｡

4 . S n o e z el e n P o ol 内の施設設備に つ い て

ス ヌ
ー ズ レ ン に用 いるさま ざまな機材や機器が プ

ー

ル

の 内外に設置され て い る｡ そ れ を以下に紹介する｡

6 フ ィ
ー トの バ ブル チ ュ - ブと 2 つ の小さな バ ブル チ ュ ー

ブ
､
光の色が変わる回転式の ス ポ ッ トライト､ ム

ー

ン ビ ー

ム ･ プ ロ ジ ュ ク ク ー

､ 音楽が流れると回転する ス ポ ッ ト

ライ トで ある｡ さ ら に ､ 1 2 フ ィ
ー トもある フ ァ イ バ

ー
･

グ ロ ー が デ ッ キ からプ
ー

ル の 中ま で入 っ て い る ( 図 2 ･

図 3 ･ 図4 ･ 図9 ･ 図 10) ｡

プ ー

ル の 底か ら空気を発泡させる こと で ､ 水 の泡から

視覚的 ･ 触覚的な効果を生み､ 人 の感覚活動を刺激する

( 図1 2) ｡

光の 色が変化する フ ァ イ バ ー ･ グ ロ ー ･ ケ ー ブ ル が､

プ ー ル 全体 の 周辺に配置され､ 目で見 て視覚的な コ ン ト

ラ ス トを提供 して い る｡

プ ー ル の 水面下の壁面に は､ 癒 しの音楽が流れる ス ピ
ー

カ ー が 内臓され て い る｡

リ フ ト付きの オ
ー バ ー ヘ

ッ ド ･ トラ ッ ク シ ス テ ム は､

利用者を安全に プ
ー

ル の外からプ
ー

ル の希望す る場所と

深さの と ころ へ 移動させ る の に用 い られる ( 図4) ｡

ま た､ デ ッ キ からプ
ー

ル の 中に入りやす い よう に ､ 回

転式の椅子が設置され て い る ( 図3 ･ 図 5 ･ 図 6) ｡

プ ー

ル の 周り全体に ､ 安全 に手 で つ かみやす い よう に ､

く ぼ みが配置され て い る｡

傾斜 の ある ス ロ
ー プ は

､ 利用者が水中用の椅子 (図 8)

に 乗 っ て 水の 中 に入 っ たり出たりす る の を容易に す る

(図 7) ｡

小 さ な子ども向けに ､ さ ま ざまな玩具が用意され て い

て
､ 水中に入れると光る玩具もあり興味をそ そる (図11 ･

弘

図1 3) 0

プ ー

ル の 端に設置され て い る傾斜の ある ス テ ッ プは､ 利

用者が水の 中に入 っ たり出たりするのを容易にする｡ また､

プ ー

ル の 横 に､ 水中で使用する椅子 ( 図 8) や各種の ライ

フジャ ケ ッ トが備えられて い る ( 図14 ･ 図1 5 ･ 図 16) ｡

5 . S n o e z el e n P o ol の 目的

(1) 深い リ ラ クゼ ー シ ョ ン を促すこと

S n o e z el e n P o ol 内で の 活動は特に決められ て い な い ｡

利用者は ､ プ
ー ル 内の さま ざまな機器や遊具等を用い

て ､ 自由 に浮い たり､ い ろい ろな体験を味わう ことが

で きる ｡ た と えば ､
光の線を見たり､ 温か い水 の 中に

ち ょ っ と だ け浸 っ て み たり､ ラ イ トの 色が変わる の を

見たりする ことが で きる｡

本人はもとより両親や介護者を含めて ､ す べ て の人々

に レ ジ ャ
ー と リ ラク ゼ ー

シ ョ ン の機会を提供 してくれ

る｡ そ して利用者は両親や介護者ある い は玩具と多く

の 関わりを持 つ こ と に なる｡

(2) 両親と子どもの情緒的な結び付きを促すこ と

ス ヌ ー ズ レ ン は､ 子 どもの情緒の発達に寄与す る こ

とが で きる｡ 重症心身障害児も介護者と気持ちを共有

し合う ことが で きる｡ 介護者もまた情緒的な満足や落

ち つ い た気分を体験する ことが で きる｡

(3) 気分を高揚させる こ と

温か い水は気分を高揚させる ことが で きる｡ それ は

体 の表皮内の神経を刺激する｡ 脳 は α波 の 時､ 脳か ら

ベ ー タ エ ン ドル フ ィ ン い う物質を脳内に放出す る こ と

で
､ 人を楽 しい気持ち に したり､ 人 の感覚を和らげる

働きをする｡ そ して脳 の休息とリ フ レ ッ シ ュ をもたら

す こ とが で きる
7)

｡

( 4) 痛 みや不安の 除去

熱､ 水圧､ そ し て水中の環境は､ 人 の痛み の感覚器

官に影響を及ぼす ｡ 人 の体が温か い水 の 中に浸ると､

し だ い に体 の 内外が同じよう な温度に なる｡ 水中 に入

る こ とと温か い水 の使用は､ 重力 の効果に反する水圧

を創り出す｡ そ うした浮力は､ 利用者の体をよりス ム
ー

ズ に動きやすくす る｡ ま た穏やか な感覚刺激は､ 人の

心 の不安や興奮状態を鎮める こ とが で きる ｡

(5) ス キ ル の 発達

ス ヌ
ー ズ レ ンの 各種機器の 利用は､ しば しば利用者

の ス キ ル の発達や学習を促進させる｡ た とえば､ コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン
･ ス キル があ げられる｡ 自ら の意思で プ

ロ ジ ュ ク ク ー の 映像や バ ブル チ ュ
ー ブを自分の 好きな

色に設定する ことが可能で ある｡ ま た興味の ある玩具

を触ること で玩具の操作能力を高めたり､ 粗大な運動 ･

動作を引き出す こともで きる｡
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カ ナ ダ に お ける障害児者 へ の ス ヌ ー ズ レ ン の 医療 ･ 福祉実践

6 . S n o e z el e n P o ol の利用者

基本的に ､ 地域 の コ ミ ュ ニ テ ィ に在住す る障害の ある

す べ て の 年代の 人 々 が S n o e z e l e n P o ol を 利用す る こ と

が で きる ｡ 費用 は､ 1 セ ッ シ ョ ン 1 利用者に つ き 1 0 カ

ナ ダ ドル ( 約 1
,
0 0 0 円) で あ る ｡ 両親や介護者は無料で

ある ｡

以下は ､ 2 0 0 6 年 4 月
- 2 0 0 7 年 5 月 ま で の S n o e z el e n

P o ol 利用者 の統計で ある｡

1 週間な い し 2 週間に 1 回､ 決 ま っ てくる利用者は 6 4

名で あ っ た｡ 年齢は､ 2 0 - 5 0 歳 ま で が 58 % ､ 3 3 歳以下

が 4 2 % で あ っ た｡ ま た障害別で は ､ 脳性ま ひ の あ る発

達障害､ 感覚統合障害が 6 4 % ､ 自閉症が 20 % ､ 視覚/

聴覚障害が 1 6 % で あ っ た｡

ま た､ 1 3 歳以下の 2 7 名の 利用者中､ 2 0 名が Bl o o r v i e w

の 外来患者 で あ っ た ｡ そ の 内訳は ､
発達障害が 16 名

(6 0 % ) ､ 自閉症が 1 0 名 (3 7 % ) ､ 視覚/ 聴覚障害が 1 名

(3 % ) で あ っ た｡

さ ら に
､
2 0 歳 か ら 50 歳 ま で の 3 7 名の 利用者は､ す

べ て コ ミ ュ ニ テ ィ の 病院患者で あ っ た ｡ そ の 内訳は､ 発

達障害が 24 名 (6 5 % ) ､ 視覚/ 聴覚障害が 10 名 (2 7 % ) ､

自閉症が 3 名 (8 % ) で あ っ た｡

こ の よう に ､ 発達障害を中心 に ､ さ ま ざまな年代の 患

者が S n o e z e l e n P o ol を利用し て い る｡

7 . S n o e z el e n P o ol 使用上の諸注意

1 対 1 で 利用者を支援で きる体制を つくる必要がある｡

1 セ ッ シ ョ ンは 4 5 分間 で ､ 最大 5 名 の利用者が使用でき

る｡ 監視員および訓練を積んだ スタ ッ フ が常駐して い る｡

介護者は､ 水中で自由に動けなければならな い ｡ ス タ ッ

フ は
､
プ ー

ル を使用するす べ て の 人々 が安全に気持よく

過 ごせるよう に監督 しなければならな い ｡

"

O n t a ri o L if e S a v i n g S o ci e ty
"

は ､ 以下 の 注意事項

を掲げて い る｡

(彰 移動等の ため､ 最小限の照明を付けて い る こ と｡

② プ ー ル や デ ッ キ に い る利用者等の人数を制限す る

こ と｡

③ 1 対 1 に よ る利用者の 支援体制の 確保｡

④ 水中で は ライ フ ジ ャ ケ ッ トを着用させ る こ と｡

⑤ 標準的な緊急時の対応法の用意がされ て い る こ と｡

⑥ 水中に人が残 っ て い る限り､ オ
ー バ ー ヘ ッ ド ･ ラ

イ トを付けて おくこ と｡

⑦ セ ッ シ ョ ン終了 5 分前 に ､ 口 頭 で終了の 合図をす

る こ と｡

⑧ ス タ ッ フ の 感受性と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
･ ス キ ル

が特 に大切｡

⑨ プ
ー

ル を 正 しく使用するため に は､ ス タ ッ フ の 熟

練が必要｡

⑲ ス タ ッ フ は､ プ
ー

ル の 設備 ･ 用具を準備し､ プ
ー

ル の 内外に い る利用者の 様子をモ ニ タ
ー

して ､ 介護

者や両親に そ の 様子を知らせる こと｡

8 . 考 察

(1)
一

般的な ｢水泳指導｣ や ｢ 水中ム ー ブメ ン ト｣ と

｢S n o e z ele n P o ol｣ の 違 い

今日 で は､ 重度 の 障害児者が､ 水 の持 つ 浮力の利用

に より､ 普段室内等で とれなか っ た姿勢の保持や運動 ･

動作が可能に な っ たり､ 心肺機能や循環機能の 向上が

みられ ると い う点から､ 水 を利用した活動は
一

般的 に

有効で あると考えられ て い る｡

小学校に おける水泳指導の 中の ｢ プ
ー

ル 遊び ･ 水泳｣

で は
､ 水 に浮 い たり､ 沈ん だり､ 泳い だりして 移動す

る こ とを楽しむ こ とがまずね ら い とされる
8)

｡

一

方 ､ プ
ー

ル の 中 で身体を動かす ことを通して ､ さ

ま ざま な身体諸機能を高め ､ 子 どもの 全面的な発達を

促す こ とを目的と した､ い わ ゆる ｢水中ム
ー ブメ ン

ト｣
9)

が知られ て い る ｡ こ の ｢ 水中ム ー ブ メ ン ト｣ は､

い か に水の 持 つ 特性を有効 に利用し､ 子 どもの発達の

援助を効果的に行うかと い う取り組みで ある｡

S n o e z el e n P o o l の 取り組みは､ 前述した ｢水泳指導｣

や ｢ 水中ム
ー ブメ ン ト｣ の考え方を

一

部包含するもの

で あると考えられる｡ しか し決して 同
一

の もの で はな

い ｡

｢ 水泳指導｣ で は､ 水遊びや泳ぐことを楽しむ こ と､

ま た ｢ 水中ム
ー ブ メ ン ト｣ で は､ 子 どもの発達援助が

それ ぞれ 目的とされ る ｡
一

方 s n o e z el e n P o ol は ､ 活

動を楽しみ､ リ ラ クゼ
ー

シ ョ ン を促したり､ ス キ ル の

発達援助に つ ながると い う点で は ｢水泳指導｣ や ｢ 水

中ム ー ブメ ン ト｣ と共通し て い るが､ 異 なる点は何よ

りも活動を楽 しむ こ とを通 じて ､ ｢ 本人と介護者が気

持ちを共有し合い｣ ､ さ ら に深 い リ ラク ゼ ー

シ ョ ン の

体験か ら ｢病気に よる痛みや不安の除去｣ が目的とさ

れ て い る こ と で ある｡

(2) S n o e z ele n P o ol の 今日的意義

プ ー ル で 30 ℃前後の水温があれば ､ 水の 触覚的な刺

激は､ 情緒 の安定と身体の リラクゼ
ー

シ ョ ンを促進させ

る
8)

とい われる｡ 今日 ､ 温か い水を利用した S n o e z el e n

P o ol の 取り組みは､ 発達援助や気持ちの共有 ( コ ミ ュ

ニ ケ -

シ ョ ン ･ ス キ ル の向上) と い う ｢ 教育的な側面｣

の みな らず ､ 活動そ の もの を楽しむと い う ｢ レ ジ ャ
ー

と して の 側面｣ や痛みや不安の 除去とい う ｢ セ ラ ピ ー

と して の 側面｣ があると考え られる｡

こ の 点 に 関し て ､ 姉崎 ( 20 0 7) は ス ヌ ー ズ レ ン を

｢ 教育｣ と ｢ レ ジ ャ ー ｣ と ｢ セ ラ ピ ー ｣ の 各概念を統
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合した概念とし て定義し て い る
10)

｡ 事 実､ ス ヌ
ー ズ レ

ン は､ 世界各国で ､ 学校や福祉施設､ 病院､ さ ら に個

人の 自宅等に お い て幅広く活用 され て い る｡ そ し て ス

ヌ
ー ズ レ ン を利用す る人 々 の 目的に応じ て ､ あ る時は

楽しむため の レ ジ ャ
ー と し て ､ あ る時は治療を目的と

した セ ラ ピ ー と して ､ ま た ある時は発達の 向上 を目指

した教育活動の
一

環と して実施され て い る の で ある
1 1)

｡

こ の よ う に
､ 多面的な側面を持 つ の が ス ヌ

ー ズ レ ン

の 特徴で あ り ､
S n o e z el e n P o o l もま た同様で あ る ｡

s n o e z el e n P o ol は
､ 前述したよう に ､ 従来ま で の

一

般

的な水泳指導や水中ム
ー ブ メ ン トの指導だけ で は得ら

れな い ､ さ ま ざまな新たな感覚的な体験を提供してく

れる ｡

特 に ､ 今 日 で は､ 人 々 が職場や家庭､ 社会 に お い て

さま ざまな ス ト レ ス に さらされ て い る現状がある｡ そ

の た め心身ともに疲弊 し､ 生 きる上 で の 本来の人間性

を喪失して い る者も少なからず い ると い える｡ そ う し

た現代人に と っ て ､
S n o e z el e n P o ol は

､ .
｢ 深 い リ ラク

ゼ ー

シ ョ ン｣ や ｢ 痛みや不安の 除去｣ 等 に効果的で あ

り
､
い わば ｢ オ ア シ ス｣ の ような存在で あると い える｡

こ の 意味で ､ S n o e z el e n P o ol は ､ 障害児者の みならず ､

現代の す べ て の 人 々 に と っ て ､ 本来の 人間性を回復す

る優れた
一

方法 で ある とい えよう｡ こ こ に ､ S n o e z el e n

p o ol の 今 日的意義を見出す ことが で きる｡

(3) 今後の 課題 と展望

s n o e z el e n の取り組みは､ これまで約 20 年間､
一

般 的

に室内に視覚刺激や聴覚刺激等のさまざまな S n o e z el e n

機器を設置して ､ 室内 で楽しむ活動で ある と考え られ

て きた ｡ し か しなが ら ､
こ の S n o e z el e n P o ol の 取り

組み は､ こ れ ま で の考え方をさ ら に発展させ て ､ 水中

に お い て も
､
リ ラ クゼ ー

シ ョ ンや癒しの 場として ､
よ

り効果的に体験できる こ とを示唆して いる ｡

今後､ 世界各 国で の S n o e z el e n P o o l の 実践か らさ

まざまな知見がもたらされる と考え られ るが ､ 国際的

に見て ､ S n o e z el e n P o ol の 実践は､ 今 まさ に始ま っ た

ばかりで あり､ 今後の 実践および研究の成果が期待さ

れる｡

今後､ わ が国に も､ ス ヌ
ー ズ レ ン の効果や有効性が

広く社会的に認知され､ S n o e z el e n P o o l が 福祉施設や

学校 ･ 病院等に設置され ､ 障害児者や
一

般 の人 々 の癒

しな どの生活の質を高める､ レ ジ ャ
ー や教育､ セ ラ ピ

ー

と し て広く活用 される こ とが期待され る｡
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